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下
川
町
議
会
が
守
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

政
策
議
論
が
で
き
る
議
員
数
の
確
保
を
痛
感
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下
川
町
は
長
い
間
、
町
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
地

域
資
源
で
あ
る
森
林
・
林
業
を
基
盤
と
す
る
、
循
環
型
・

内
発
型
の
地
域
発
展
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、
多

彩
な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
じ

め
、
現
在
で
は
公
共
施
設
の
暖
房
等
熱
需
要
量
の
約
六
四

％
を
賄
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
重
油
代
が
年
約
一

九
〇
〇
万
円
削
減
さ
れ
、
そ
の
半
額
相
当
額
は
子
育
て
支

援
の
財
源
に
充
て
て
き
た
。
町
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
進

化
、
発
展
さ
せ
て
、
町
外
に
流
出
し
て
い
る
約
一
二
億
円

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
金
の
内
部
循
環
を
図
る
た
め
、
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
、
町
長
か
ら
「
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
熱
電
併
給
事
業
」（
以
下
「
事
業
計
画
」）
の
関
連
予
算

の
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
三
井
物
産
㈱
と
町
と

の
連
携
事
業
で
、
同
社
が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
い
、
町

が
発
電
時
に
発
生
す
る
熱
を
同
社
か
ら
優
先
的
に
買
い

（
保
証
・
供
給
責
任
は
負
わ
な
い
）、
公
共
施
設
な
ど
の
暖

房
と
す
る
、
と
い
う
も
の
。
し
か
し
、
議
会
は
七
月
五
日

の
臨
時
会
で
こ
の
予
算
案
を
否
決
。
町
長
は
一
一
月
八
日

の
臨
時
会
で
こ
の
政
策
を
白
紙
に
戻
し
た
。

　
議
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
左
右
す
る
大
問
題
だ

け
に
真
摯
か
つ
精
力
的
に
対
応
し
た
。
ま
ず
四
月
に
、
町

長
か
ら
の
提
案
に
先
立
っ
て
「
バ
イ
オ
事
業
調
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
。
五
回
の
委
員
会
、道
内
外
調
査
を
経
て
、

そ
の
結
果
を
六
月
一
四
日
の
定
例
会
で
報
告
し
た
。
報
告

の
内
容
は
、
こ
の
事
業
計
画
は
、
施
設
（
企
業
）
誘
致
へ

の
依
存
を
は
じ
め
、
懸
念
さ
れ
る
問
題
や
計
画
上
の
不
備

が
多
々
あ
り
、
町
外
に
流
失
し
て
い
る
資
源
を
地
域
内
で
循

環
し
町
民
に
還
元
す
る
と
い
う
バ
イ
オ
事
業
の
本
来
の
目
的

を
大
き
く
損
ね
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
同
日
、
町
長
か
ら
バ
イ
オ

事
業
計
画
の
関
連
予
算
が
提
案
さ
れ
た
が
、
計
画
の
不
確

定
・
不
備
を
補
う
説
明
・
資
料
が
不
足
の
た
め
審
議
未
了

で
継
続
審
査
と
な
り
、
臨
時
会
で
関
連
予
算
は
減
額
修
正

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
七
月
の
臨
時
会
で
町
長
か
ら
同
様

の
提
案
が
あ
り
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

結
果
、
反
対
二
、
賛
成
四
で
可
決
さ
れ
た
。
委
員
会
に
お

け
る
反
対
意
見
は
、
特
別
委
員
会
で
指
摘
し
た
諸
々
の
不

備
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
賛
成
意
見
は
、
新
し
い

事
業
や
農
業
利
用
の
可
能
性
が
あ
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
次
い
で
本
会
議
で
は
、
三
人
（
委
員
長
含
む
）
の
議
員

が
反
対
意
見
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
仮
議
長
指
名
委
任
を

諮
り
、
異
議
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
長
が
議
員
と
し

て
討
論
に
加
わ
り
反
対
意
思
を
表
明
。
賛
成
意
見
の
発
言

者
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
が
三
で
否
決
と
な
っ
た
。

反
対
意
見
の
内
容
は
、
町
民
の
理
解
と
協
力
、
参
加
を
得

る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
流
失
資

金
を
内
部
化
し
域
内
循
環
を
拡
大
す
る
構
想
に
沿
っ
て
い

な
い
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
本
町
の
循
環
型
・
内
発
型
社
会
と
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
創
造
は
、
町
民
の
誇
り
で
あ
り
内
外
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
議
長
と
委
員
長
が
反
対
討
論
に
加
わ
り
、

ま
た
、
委
員
会
で
可
決
さ
れ
た
原
案
が
本
会
議
で
否
決
と

い
う
、
や
や
変
則
的
な
道
を
た
ど
っ
た
の
は
、
町
が
永
年

続
け
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
守
ろ
う
と
す
る
強
い

意
思
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
自
治
体
財
政
が
逼
迫
し
、
行
財
政
・
議
会
改
革
が
求
め

ら
れ
る
な
か
で
、
二
〇
〇
六
年
に
当
議
会
の
議
員
数
も
一

二
か
ら
八
に
減
っ
た
。
二
元
代
表
制
の
地
方
自
治
に
お
い

て
、
議
会
は
自
治
体
の
意
思
決
定
の
場
で
あ
り
、
執
行
機

関
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な
ら
独
自
の
政
策
も
提
案
す
る

重
要
な
機
能
を
持
つ
。
委
員
長
や
議
長
は
、
議
事
の
公
正

の
観
点
か
ら
、
慣
習
で
は
政
策
意
思
が
表
明
し
に
く
い
こ

と
か
ら
、
人
口
三
三
三
九
人
の
下
川
町
の
場
合
は
、
実
質
六

人
で
住
民
世
論
を
代
表
し
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
回
の
バ
イ
オ
事
業
の
問
題
は
、
議
会
と
し
て
も
議
員

個
人
と
し
て
も
厳
し
い
政
策
選
択
を
め
ぐ
る
戦
い
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
な
か
で
、
と
く
に
住
民
意
思
を
町
政
に
反
映

す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
政
策
議
論
が
で
き
る
議
員
数
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
教
訓
を
得
た
。

　
人
口
減
少
社
会
、
超
高
齢
社
会
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
、

行
財
政
の
縮
小
な
ど
先
例
の
な
い
課
題
が
山
積
す
る
な
か

で
、
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
、
よ
り
よ
い
社
会
と

そ
の
た
め
の
政
策
を
考
え
る
議
会
の
役
割
は
従
前
に
増
し

て
大
き
い
。
議
会
は
適
切
な
議
員
数
を
確
保
し
て
住
民
と

と
も
に
学
び
合
い
行
動
す
る「
民
主
政
治
の
学
校
」に
な
っ

て
こ
そ
本
当
の
役
割
が
果
た
せ
る
と
思
う
。

＜

か
す
が
　
た
か
し
・
下
川
町
議
会
総
務
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長＞


